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今年度の取り組み

スクール・ミッション
4月 校長会と意見交換
～8月 教育委員，外部有識者等への意見聴取
9月 スクール・ミッション策定、ホームページにて公表

https://www.city.kyoto.lg.jp/kyoiku/page/0000289750.html

京都市立高等学校
スクール・ミッション

構成
○前書き（策定にあたって）
○スクール・ミッション（本体）
・京都を未来へつなぐ
・京都の魅力を豊かな学びに
・京都から高校教育を先導する



今年度の取り組み

スクール・ポリシー（各校で作成のため、全体の流れのみ）
6月 提出フォーマットの提示、策定計画を教育委員会へ提出
12月 教育委員会へ提出（予定）
3月 策定・公開（予定）

各学校が作成するものは次の2点
◉自校の学校教育の構想を示す全体像であるグランドデザイン（様式自由）

◉「学校基本情報」、「学校としてのミッション※」、「スクール・ポリシー」
（共通様式）
「学校基本情報」には、学科・コース、生徒数、住所等、沿革、特徴的な
授業・取組、学びの環境、社会連携、部活動、進路状況を記載する

※「学校としてのミッション」は京都市立高等学校スクール・ミッションを
受け、どのように自校で捉えるかを示すもの



3年間の教育活動を一望するグランド
デザインの作成にあたっては、次の
ようなワークシート及び作成例を提
示した



各校の策定計画表には、検討する構内組織や学校外の関係者を明記すること
とした



高等学校の特色化・魅力化

京都市では、平成7年に設置した京都市立高等学校21世紀構想委員会の「21世紀
を展望した魅力ある新しい京都市立高等学校のあり方について（答申）」（最終
答申は平成9年）を元に改革を続けてきた。

平成7年の第1次答申では「21世紀は個と選択の時代」、
平成8年の第2次答申では「堀川高校を構想のパイロット校とした理念の具体化」、
平成9年の最終答申では「生徒一人ひとりの個性と能力の伸長及び調和にとれた発
達」が示された。

https://www.city.kyoto.lg.jp/kyoiku/page/0000006324.html

21世紀を展望した魅力あ
る新しい京都市立高等学校
の在り方について＜答申＞



近年の京都市立高校の改革状況

平成5年 紫野高校英語系設置（平成19年にサイエンスコース新設）

平成7年 日吉ケ丘高校英語科設置（平成21年に国際コミュニケーション科へ改組）

平成9年 音楽高校独立開校（平成22年新校舎移転）

平成11年 堀川高校探究科設置

平成15年 西京高校エンタープライジング科設置（商業科廃止）

平成16年 西京高校附属中学校設置（併設型中高一貫教育）

平成19年 塔南高校教育みらい科設置(教員養成学科)

平成26年 選抜制度改革に伴い，紫野高校アカデミア科設置(英語系廃止）

平成26年 選抜制度改革に伴い，日吉ケ丘高校に進学型単位制普通科を設置(国際コミュニケーション科廃止)

平成28年 洛陽工業高校，伏見工業高校を統合し，京都工学院高校開校

令和3年 伏見工業高校定時制，西京高校定時制を再編統合し，京都奏和高校を開校

令和5年 銅駝美術工芸高校の京都駅東部地域への移転

令和5年 塔南高校の旧洛陽工業高校跡地への移転再編


